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この報告は、さきに本委員会が「教官と学生とのコミュニケ－浬ｮ,シブに関す念し

るアンケート調査実施要領」にもとづいて行なった調査の結果を集計したもの

である。

この調査は、その内容がかなり多面にわたっており、また、各大学それぞれ

の事情によって回答のとりまとめが容易でなかったことが十分に察せられるが、

各大学のご協力によって１００パーセントの回収率をあげることができたこと

を心から感謝する。

本調査は、実施要領にも記されているように、大学における教官と学生との

コミュニケーションの重要性にかんがみ、その実態を調査し、その結果を各大

学に報告して、この問題に対する各大学の今後の具体的施策に資する目的をも

って企画。実施されたものである。この調査結果が有効に活用されて、各大学

における両者のコミュニケーションの充実と発展、ひいては大学教育の目的達

成に寄与することになるならば、まことに幸いである。

設問別の集計結果は別紙のとおりであるが、集計にあたって次の点に留意し

△｜』「．△■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■。
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(1)大学によっては、学部毎の回答を寄せられた大学があった。この分につい

ては、これを通覧して数量化を要する設問に対する当該大学の回答を一本に

まとめる操作を行なった。ただし、数量化を要しない設問には学部毎の回答

も資料として扱った。パーセンテージの算出は設問毎に有効回答数を熾数と

して算出した。複数選択の設問は、回答全数を母数として、パーセンテージ

を算出し扇形グラフで示した。棒グラフは実数で表示し、７６大学を母数とす

る比率や、有効回答を母数とするパーセンテージの双方をよみとるように配

感した。なお、各設問についてのまとめの中で、複数選択の各選択肢に対す

る回答数を、その設問に対する回答校数を母数として比率算出を行なった場

合もある。
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(2)全国立大学を学生数によってｺﾞﾑ群:堂BmiVワニ鍵Pに分類し、在籍学生数

４，０００名以下の４５大学をＡ群、4,001名以上の３１大学をＢ群とした。

(3),質問番号の右肩に※印のある場合は､複〕数選択の設問Pである。
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Ｉ全般的問題

1．貴学において教官と学生とのコミュニケーションがしうまくいっている、

いっていない等という実情のいかんにかかわらず、現状改善のためになに

か新しく検討されていますか。検討されているとすれば、その検討をすす

めている組織の名称と構成メンパーはどのようなものですか。

回答（ある）無記入

▲

、

全体

無記入ある

:Ａ群

鱸己人､あ「ぞる
PC

Ｂ群

〕群56組織(鶏鑑●沮織(1W鱸

組織の名称は、大学改革に関する委員会や厚生補導委員会（学生委員会）

に類するものが多く、無記入の大学（３０校）においても、回答を寄せら

れた大学とほぼ同じ程度の組織があるものと考えてよい。なお、回答数の

多い組織名を略記すると、厚生補導委員会、学生委員会寸大学改革委員会、

大学問題検討委員会、カリキュラム委員会、各層代表者会議、学生会館運営

委員会、学寮運営委員会等である。

つぎに構成メンバーは教官が主体になっており、（一部は事務職員も参

加）学生参加､C)組織はＡ群４３組織中１５組織､Ｂ群5｢６組織中８組織と

の

■

なっている。

嵐賞学において教官と学生とのコミュニケーションの改善が検討されてい

る場合、その問題点は、どのようなものですか。簡単にご説明下さい。

-１－

４６校 ３０校

２４校 ２１校

２２校 ９校

Ａ群４３組織（
1校平均
1.8組織

） Ｂ群５６組織（ 繋議）



無記菱:虚）､!;；〉j：回答

全体

無記入回答

Ａ群
◇

■･ザ「P

無記入回答
；・ず゛

Ｂ群
夕

１）組織的．制度的なあの

カリキュラム編成、グループ制、ゼミナール制、クラス担任制、指導

教官制、学生相談室等に関する問題点についての回答が多く、その他管

理運営に対する学生参加の問題等についても一部の大学がとりあげてい

る。

２）厚生。補導施設に関するあの

学生会館、サークル部室、合宿研修施設、学寮、生協施設等の建設お

よび設備の拡充に関する回答が非常に多く、その他これらの施設の管理

運営の問題もとりあげられている．＝．卯、
060

３）年中行事に関すろもの

回答例の大部分が学園祭、オリエンテーションざ研修旅行等の項目を
!~-.11.

あげてし、る。

４）その他

補導の範曲と限界の検討、サークル活動の意義、課外活動経費の助成、

講義、実習等の履修の諸問題がとりあげられている。､～

鷺貴学において教官と学生とのゴミユムケ→曰シが〔うまくいっている

場合、あるいはうまくいっていない場合〕それは次のような理由または条

件によるとお考えですか。特に関係のあるものを３～４個あげて下さい。

〔うまくいっている場合〕Ｌ￣｜〔うまくいってい｝ない場合〕
‘ｉ,‐

１）教官側の関心の高さによる《Ｔｌ）』教官:側の関心の:低惠による

と２－

●

--CQ．●⑪●

-LLiii」

２２校 ２３校
P

２１

３９校 ３７校

１７校



学生側の関心の低さによる

両者接触の機会が少ない
．ご゛入

衞学生数ｶK多い（

両者接触の場所がない

予算配慮がなされていない

学風や伝統（）

その他（）

２）学生側の関心の高さによる２）

３）両者接触の機会が多い３）
』.．.-瓦

４）学生数が少ない~領詳:４）
ダ･●B

５）両者接触の場所力;!；bろ５）
‐．：戸

６）予算配懲ｶﾐなきれている古～６）

７）学風や伝統（）≦７）

８）その他（’）汁－８）

〔うまくいっている場合〕ｆ

全体｡

｡

Ｐ

Ｂ群ンＡ群

、

－．３－：



〔うまくいっていない場合〕
,Oけ

全体

｡▲?

●

９

>･・

３秤Ａ群

丘

二

上のグラフからわかるように、うまくいっている場合の理由としては

「両者の接触の機会が多い」が一番多いが、「学生数が少ない」、「教官

側の関心が高い」という理由とあいまって、コミュニケーションがうくまく

ゆくと解釈してよさそ!うである。

うまくいっていない場合は、この逆の理由によるが、Ａ群では、両者の

－４－



関心の低さを;理由にしているところが多い。

４なんらかの問題を検討または解決するために、教官と学生が参加協力し

た委員会がnこれまでに設けられたことはありますか｡‘

〔全学的なもの〕

１）ある

２）ない

あるなぃ

全体

ある ない

Ａ群

ある ない

Ｂ群

「ある」に記入された委員会としては、学生会館および学寮の巡営、学

園祭や課外活動関係さらに福利厚生に関する委員会等が最も多く、その他

学舎の整備統合等、将来計画に関するものや教官と学生の連絡協議会に類

するものがある。

〔各学部別のもの〕

１）ある

２）ない

あるな．ぃ

少

ゴ

全体

ある ない

Ａ群 リペフ

ないある

Ｂ群 Ｄ級

５－

３９校 ３７校

２６校 １９校

１３校 １８校

３７校 ３９校

１６校 ２９校

２１校 １０校



全学的なものと異なり、学部の改革に関するものや学部の述営に関する
BO

連絡協議会的な委員会が多い。

：教養課程、専門課程を通じて、教官と学生が任意に接触交流できるイン

フォーマルな場面としては、どのようなものがありますか。へ

１）学園祭や体育祭等の全学的年中行事４）合宿や旅行

２）学生会館（大学会館）での集会５）刊行物（大学新聞を除く）

３）集会所やクラブ建物での集会６）その他

、

少

］悪手lＣ

全体

、
』

Ａ群 群

●

－６－

Ａ群１３５（１校平均３） Ｂ群１０１（１校平均3.3）



〔参加度〕

Ｐ

1？

rl

L｣

5）その11t1１１

学園祭等の全学的行事、合宿や旅行等が最も多く、また「その他」の内

容としては、懇談会、レクリエーション、一般教育ゼミナール、出身地別
Ｉ！‘

県人会、コンパ、スポーツ大会、オリエンテーさ'ヨン、学外ゼミナール、

教養セミナー、見学会、サークル活動等が回答されている。

「参加度」としては、教官、学生ともに合宿。旅行が一番多く回答され

ており、ついで学園祭、刊行物、集会所、学生会館の順になっている。
.』’ノ.

夕

Ｐ

７－

OBpDLd

相当参加

教官 学生

まあまあと

いうところ

教官 学生
●

ほとんど参力
.Ｌ・

【H±ず

教官 学生

に~『&．;.；,Ｉ！

教官 学生

｡｡６

回答枚

Ａ

１）学園祭等Ｂ
全

２校
１

３

9校
７

１６

３２校

１４

４７
h_

３１校
２０

５１

６校
1２

１８

２

２

校 2校

２

４

２校

２

：０

４２

２９

７１

Ａ

２）学生会館等Ｂ
全

１

１

７

７

’
８
２
０

１

２

２

１

'､)３．

４

３
３

１

１

１０

８

１８

Ａ

３）集会所等Ｂ
全

２
２

４
５
９

６

７

１３
４
４
８

１
２
３

２

２

.』

３

３

１１

９

２０

4）合宿。旅行

Ａ

Ｂ

全

１６

９

２５

１８

１３

３１

２１

１６

３７

１９

１３

３２

１
１
２

１

１

１

１

１
１

３９

２６

・６５

Ａ

５）刊行物Ｂ

全

４

６

１０

’５．

←３

８

1.3

８

２１

１２

１０

２２

…１

１

１
１
２

１
３
４

１
３
４

ｑ

△

１９

１７

３６

Ａ

６）その他Ｂ
全

６

５

１１

６

４

１０

３
４
７

３
５
８

１
１
２

１
１

４
；
２
６
‐

４
３
７

１４

１２

２６



１組職。制度

６－教養課程は縦割りですか、横割りですかＪ

１）縦割りである。
「． ’川

２）横答lりである。

３）縦割りを主とし、一部横割り的要素が加味されている…

４）横割りを主とし、－部縦割りj的妥素が加味されている。

５）その他

●

少

横割り主
一部縦割り

縦割り主
一部横割り その他縦割り横割り

､全体

縦割り主
一部横割り

横割り主；い
－部縦割りその他縦割り横割り

Ａ群

その他横割り主

Ｂ

．－部機割り

「その他」の内容：クサピ型、全学出動方式

“Ｂ群では「横割を主とし一部縦割り的要素が加味されている」大学が

６１％と圧倒的に多いのに対しＡ群では「縦割りを主とし一部横割り的要

素が加味されている」のが３１％、「縦割り」が２４４％、「横割りを主

として一部縦割り的要素が加味されている」のが２２．２％となっている。

●

－８－

、嚢~FTJ￣
－

６１

４
６℃

１７ ２９
q

ノ

１０ ５



※
Ⅲ

教養課程の学:生xと専門課程の教官との交流は、どのように行なわれてい

ますか。

1）授業を通じて行なわれる
授業を通じて行なわれる無記入

全体
わ

授業を通じて行なわれる 無記入

Ａ群

授業を通じて行なわれる無記入

２８校Ｂ群

2）専門課程側で準備される（定期的。臨時の）会合（オリエンテーショ

ン・教室説明会。その他）がある。

専門課程で準備される会合がある 無記入

全体
:堀ｌｌ寺l９ｉＦ

専門課程で準備される会合がある無記入

Ａ群

｡Ｉ

専門課程で準備される会合がある無記入

Ｂ群
Ｔ１．:、１０ 田園l寺１２咽⑪

〔会合の内容〕
〃

｢その他」の内容：≦
；．.！，.。■19~

合宿セミナー、学部懇談会、研

究室紹介で講演会、水泳端艇巡

航、学部紹介、教官別各種会合、

グループ別懇談会、親善旅行

－'９－

．…■’

６ 0校 １６校

３２校 １３校

２２校

定期的
７校

臨時
７校

無記入
８校

２３校

２７校

j6劃@%、0校 Hiill寺１２校
無記入
５校

４
校

４９校

定期的１７校
●↑h● 畷19校

無記入
１３校



3】教養課程側で準備される（定期的・臨時の）会合（

がある。

）

教養課程で単備
される会合がある 無"記Ⅱ入

１５校

J-E｢蕪記うて５
６１校全体

定期的～臨時
少

無記人ある

３９校Ａ群

無記入ある

Ｂ群

財ｌＨ､Ｉ砧haF

「会合」の内容：オリエンテーションざ課外講座、教室説明会、学外

ゼミ、ゼミ説明会、教官とクラスとの会合も第４時限、合宿研修セミナ

4）公的な機会は配慮されていない

公的な機会は
配慮されていない 無記人

●

６６校全体 １０校

慮
し
配
な

無記入

Ａ群

０
０
可

感
し
配
な

無記入

Ｂ群

8．

－１０－

/無記入

定期的
、
臨時

５校 ４０校

5校 ２６校．

６校

定３ ３
／

9校

２ 《|鱸iP入
２２校



5）参加自由の各種行事において、行なわれている

自由参加の各種行事、…無記入

全体

自由参加の
各種行事 無記入

Ｐ

Ａ群

自由参加の
各種行事 無記入

Ｂ群 １３校 １８校

教養課程の学生と専門課程の教官との交流については、ほとんどの大

学が授業を通じて行なわれている。授業以外では、オリエンテーション

・教室説明会などを定期的または臨時に実施しており､》教養課程側で準

備されている大学もあるが大低の大学では専門課程側で準備されている。

ｉｌＬ教官と学生とのコミュニケーションについては、どのような組織的配慮

殉:なされていますか（学生の集団指導をしている生活指導委員。補導委

員や課外活動サークル顧問教官等を除く）。

１）集団単位のクラス担任教官制

２）少人数グループへの指導教官制

３）ゼミ教官制

４）その他（組織のしかたを具体的に）

ご｛

ウ

●

３群回答３１:独拝回答４４松

Ｂ群７８配慮（１校平均２５）Ａ群８３配慮（１校平均１､９）

－１１－

￣
Ａ群無記入１校．

２６校

■

５０校

１３校 ３２校

Ａ群回答４４校 Ｂ群回答３１:枚



全体

⑤

卍
■
０
－
Ｊ
〃津

Ｂ群Ａ群

二

｢その他」の内容：

ｏ教室所属と助言教官制

･専攻系別指導教官制

ｏ学生委員会制度

ｏ専攻またはゼミ単位で組織

･特別実習等の授業を通じて

○専攻教科別補導教官制

‐

－１２－



Ａ群、Ｂ群とも「集団単位のクラス担任教官制」が多く、ついで「ゼミ
：．O

教官制｣､少人数グループへの指導教官制」の１１項になっている。

9．（A）クラス担任教官制がある場合、そのクラス分けのしかたはsどのよ

］、
うにしますか。

(AXB)共
〆

「 回答（ある） 無記入
fＪＯ

全体

回答（ある） 無記入

Ａ群 Ｕ沼

回答（ある）無記入
UF.

f二

Ｂ群

：Ｉ.

〔注〕（A)､（B)とも犬学により学部毎に異なる場合がり、複数回答の大学もあった，，

1）学部や学科等の専攻系列別

2）語学等の履習教科別
ノ,、_..

3）専ｴﾘ(系列や履習教科との組合せ

4）その他（）

全体

､

》》

－１３－

司一
４

５７校 １９校

３０校 １５校

２７校



Ｂ群Ａ群＞

Ⅲ

Ｉ
〆

「その他」の内容：学年別、名簿順のクラス別、特殊講義の履習者別、

機械的に人数を分ける。

(Bリクラスト担任教官との接触の機:会は、どのように配慮されています

力｡。

）時間くみこまれている。

相互の任意に委ねられている。

）

1）

2）

3）

授業時間に週間、約（

授業時間内にくみこまれず、

その他（

全体

‐

￣

－１４－



Ｂ群Ａ群 ●￣０

授業時間にくみこまれているクラスと担任教官との週間の接触時llil

ﾖ手間Bjfj

「その他」の内容：クラス懇談会、特殊講義を風習前に１～２回、合宿旅

行、･行事、補導時間、クラスコンパ、ピクニソク

クラス担任教官ﾉ制では「専攻系列別に教官を配置する」解答、接触の機

会は「授業時間内にくみこまれず相互の任意に委ねられている」大学が圧

倒的に多い。

1０（A）指導教官制がある場合、その少人数学生のグループ分けのしかたは、

どのようにされ■ていますか。

１）教官を選ぶ学生の希望どおりにわける

２）学生の希望を尊重しつつ、グループの人数を調整する

３）専攻系列等を考慮してふりわける

４）なにも考慮せすにふりわける

５）その他（）が

､

－１５－

２～４時間８校
４－６

１

時間

校

２４時間

１校
無記入２校



回答（ある） 無記入

全体

回答 無記入
６ヶ

Ａ群

無記入回答

Ｂ群
「

〔注〕大学により、学部毎に異なる場合があり、複数回答の大学もあった。複数回答枚

は２１校（Ａ７，Ｂ１４校）
；、

回答数８８（複数回答校；Ａ群７校、Ｂ群１４校）

「

「X諄雨Ｔ 3群５０（１怠gFF±

全体

６

識二二t震
学生の希望ど
おり

識二二t震
学生の希望ど

６

そ
の
他

そ
の
他

そ

何も､

、尋竃｝

鎭
甦
卸

学生の希望

尊重、人数

を調整

専攻系列等

を考慮
3７ ２

／
Ｂ群Ａ群

何も考慮せず

３
３

●

釧
驚 灘

そ
の
他

そ
の５

鑿蕊
おり￣

１

何皇よ＆ 枚その他その他
教官をえらぶ

学生の希望ど

おり一

考慮’
､｡±ず

学生の希望

どおり〆

鶏
、人数を調整

ず

の
・
整希望尊

人数を
学生の希望尊重

人数を調整」
専攻系列等

を考慮
専攻系列等

を考慮
８

４１

1９

－１６－

－丁T哀－１

５６校 ２０校

２８校 3校

Ｂ群５０（１校平均1.8）

２８校



「その他」の内容には、卒論生の率主として論文指導の形式、上級生

を中心とした卒論研究テーマを中心に分ける案があった｡

、少人数学生グループと指導教官との接触の機会は、どのように配慮
一ｂ､■｢■~

。;~銭

されてＵ､ますか。

１）特定の時間が（）に設けられている。

2）相互の任意に委ねられている

3）その他

回答 無記。入

２１校５５校全体

無記入回答

.Ａ群

無記入回答

Ｂ群

回答数６４

」引頬

（複数回答校：Ａ群２校、Ｂ群４校）

〔注〕大学により複数回答があった。

全体

刀

４４

1２1２

その他その他 枝枝枝

特定の時間

が設けられ

ている

特定の時間

が設けられ

特定の時間

が設けられ

ている

相互の任意に

ゆだねられている

L４８＄

－１７－

Ｂ群３３（１校平均1.2）

．、２７校 １８校

Ａ群３１（１校平均１ユ）



；」８．－

群 Ｂ群Ａ

３ 鱸

５戚
駿他
iil錘

■

相互の任意に

ゆだねられている
〆

２３

「特定の時間」の内容：週１回、授業時間制、卒論課題研究、１週間

約４０分、実験。実習・演習、週２時間、年２回懇談会、前期

毎日午後。後期毎日終日、フリー。コーダー、課題研究として

時間割

「その他」の内容：ゼミで常時、年２回指導教官を通じて学習簿が渡

される。

指導教官制がある場合、Ａ群の中では「専攻系列等を考慮する」が

５０％、「学生の希望を尊重しつつＳグループの人数を調整する」が

２３％となっている。Ｂ群の中ては「専攻系列等を考慮する」が３６％、

学生の希望を尊重しつつ、グループの人数を調整する」が２８％、「教

官をえらぶ学生の希望どうり」が２０％の解答となっていて、Ａ群とＢ

群とは少し違った結果がでている。、

接触の機会も「相互の任意に委ねられている」とする解答がＡ群、Ｂ

群とも圧倒的に多く、特定の時間を設けているところも数校ある。

※

11．クラス担任教官または指導教官等の活&動に対して、どのようなNil慮がな

されていますか。

１）年間、学生１人あたり約（）円の財政的援助がある

２）週間、約（）時間の授業時間軽減がある

－１８－



）3）その他（

４）配慮されていない

無記入回答

7校６９校全体

無記入回答

二回枚Ａ群

無記入回答

Ｂ群

全体,

る

Ａ群

－１９－

３０校 1校



1）の財政的援助の内容（回答３３校について）
。、

の

￣

｢その他」の内容：

。クラス懇談会の日程は教授会で決定

ｏ授業時間割に週二時間方組み込まれているホームルーム的なもの（ゼ

ミナールと称している）

・合宿費用と消耗品

・見学旅行の旅費学科に一任

。＝ンサルテーションについては文部省)早生補導特別企画により予算配

分を受けている（不十分であるが）

･会合のための茶菓子代程度を用意

ｏ特別指導費（新入生および在来生合宿オリエンテーション）

･クラス担任教官について１人当り2,000円

配慮されていないとする大学と配慮がなされている大学とは丁度半々で

あり、学生一人当り２００円～４００円の財政的援助をしている大学が多

い。これらは文部省よりの特別指導費の範囲内で援助しているようである｡

これエｂ多く援助している大学は後援会よりの支出と思われる。

。

※

12．クラス担任制またIま指導教官制に伴う活動が活発であったり、あるいは

低調であったりする場合、どのような原因が考えられますか。

〔活発な場合〕

１）教官償|の関心の高さによる

－２０－

～２０
＆

～４００ ～６００ ～８００ ～lpOO 2，５００ 不明 計

Ａ
Ｂ １２

７

２
３

２

１ ２

１

１ １

１ １８

１５

全体 １９ ５ ３ ２ ２ １ １ ３３



学生側の関心の高さによる

両者接触の機会が多い

適切な場所がある

予算配慮がなされている

その他（）

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４
５
６

〔活発な場合〕

無記入
一一c-－

回答

Z玉亘］全繍｢￣ ５３校

無記入回答
ＬＬ,Ｆ

Ａ群 ．’３０塗２５校

無記入回答

圃欝[二~￣27￣~FmRl

全体

則り

要ＭＪＤリr局

－２１－



Ａ群 子
が

、
、
ロ
ゴ
ｑ
尾
。
唖
山
〃
０

￣

「その他」の内容：授業そのものが個人的接触の上に成り立っている。

研究指導実習指導を中心に学生数が少ない。

〔低調な場合〕

1）教官楓Iの関心の低さによる－

２）学生1Mの関心の低さによる

3）両者接触の機会が少ない

4）適切な場所がない

5）予算配慮がなされていない

6）その他（）

〔低調な場合〕 ￣

回ご答 無記入

全体

回答 無記入

Ａ群

回答 無記入

Ｂ群

-22￣

５８校 １８校

２９校 １６校

２９校 2校



Ｔ・＋

8.』Ｐ,１．
￣0161

全体

□

Ａ群 Ｂ群

｢その他」の内容：予算配慮が少ない、教官の個人差により活発または

低調、大学紛争のため

－２３－



※

13．ゼミ教官制がある場合、こｵLに伴う活動が活発であったり、あるいは低

調であったりする場合、どのような原因が考えられますか。

（学部によって異なる場合は空欄に注釈で補って下さい）

〔高調な場合〕

１）教官側の関心の高さによる

２）学生側の関心の高さによる

３）両者接触の機会が多い

４）適切な場所がある

５）予算的配慮がなされている

６）その他（）

〔活発な場合〕

回答無記入

‐

￣

５１校全体

無記入回答

２２校２３校Ａ群

無記入回答

三二回２８校Ｂ群

□

予算的
がなさ

いる

＝

－２４－



蛮的配慮［

が
る

￣

７口

（低調の場合〕

1）教官側の関心の低さによる

2）学生側の関心の低さによる

3）両者接触の機会が少ない

4）適切な場所がない

5）予笈的配慮がなされていない

6）その他（）

〔低調な場合〕

回答 無記入

全体

無記入回答

Ａ群

回答 無記入

Ｂ群

－２５－

２６校 ５０校
ゴ

１２校 ３３校

１４校

ユ

１７校



全体 0１

弍

塑

‐’

い

り
な

Ｂ群

一一その他
群

接
が

１２，１３粍は、クラス担任制、指導教官制、ゼミ教官制に伴う活動が
※

活発、低調の原因Iま何かを闇うたもので、これによると活発な場合として

は、教官側の関心の高さによるとするのが５０％以上を示し、両者接触の

－２６－



機会が多い、学生側の関心の高さによる、適切な場所があるという順序に－．４０ｆ，,＄'

７hj:っている。

これに対し、低調な場合としては、クラス担任制または、指導教官制で

は、両者接触の機会が少ない。学生側の関心の低さによるとする大学が多
．い：

<、ついで教官側の関心の低さによる、予算配慮力Hなされていない適切な

場所がないの順になっている。

ゼミ教官制では、学生側の関心の低さによる。予算的配懲がなされてい

ないとするのが多く、それについでi適切な場所がない。教官側の関心の低

さによるの順になっている。

ｕ・（A）学生を対象とする全学的な刊行物がある場合、それは年間も何回ど

のような名称、内容のものが出されていますか。

回答（ある）無記入

全体

無記入回答（ある）

Ａ群
､!｡

無記入回答（ある）

Ｂ群

回答刊行物数１２３種

処･ｔ

６～ｌＯ

Ｂ全

２～

Ｂ全

ｌｐ

ＡＺ\Ｂ群一’ Ｂ葎

２２３１１８２４４２１３２２１２１６；１２６１〔

－２７－

幽二’

年間刊行回数

６７校 ９校

２８校 3校

Ａ群６１（１校平均1.6） B群６２（１校平均2.2）

３９校

A群
１回
B群劃2ｋ

２～５

ＡＢ全

６～１０

ＡＢ全

１

Ａ

1～２

Ｂ

５

全
不定期
ＡＢ全

計
ＡＢ全

学生生活案内

保健

創作J・評論。論文
広報

図霜館案内

実態調査報告
学内一般ニュース
不明

９
１
２
１
１
１
６

１８
１

種１
１
２
１
１
１
５

１

１１

１１

７６１３

１１

１１１４２５

１１

６１Ｊ１２

１１

３５８

１１

１１１１２

３１４

６４１０

１１

~Ｉ･1

９
２
３
８
３
１
４
３

１
４

４

８
１
１
７
２
１
２

２
２

１
１
２
１
１
１
３
１

１
２
．
２

計 ２２９３１ 1８２４４２ ９１３２２ ４１２１６ ８４１２ ６１６２１２３



田）広報刊行物のある場合、編集組織はどのようなメンバーで構成され

ていますか。

09

回答 `無記入一

全体 ５０寂

回答 無記入

Ａ群
￣

無記入回答

Ｂ群 引弔

回答千I后物数１１２種

n群５７瀞

正割;

￣

r1

LｮＮ－１Ｕ：

広報、学内一般ニュースは大部分の大学で発行きれており、編集メンバ

ーは教官によるもの、教官と事務職員によるものが大半を占め、大学が主

体性をとっている。

ゲーヰ
ー‐●

－２８－

７校’

｢￣~z~壷

６６校 １０校：

Ａ群５５種（１校平均1.4） Ｂ群５７種（１校平均2.0）

３８校

3校

教官
Ａ群Ｂ群

教宮と事務官
ＡＢ

教官と学生
ＡＢ

事務官
ＡＢ

学生
ＡＢ

計
ＡＢ全体

学生生活案内

保・健

創作・評論・論文

広報

図書館案内

実態調査報告

学内一般ニュース

不明

２種

９１５

７１０

４
１

７
２

０１

２

４
１
１
９
１
１
１
１

１

１

３Ｊ２

２１

４

１

７ｔＢノ１５

１１２

－２１３

２０２３４３

Ｆ１２３

１１

２２２０４２

1２３

計 1６２７ ２９‘２６
１

巴▲

０

１ ９３ １ ５５５７１１２



15．（A）広報刊行物への学生の投稿を認めていますか。

’）認めている（刊行物名称、

２）認めていない（刊行物名称、

ｊ
ｊ

認めている 認めていない 無記入

、

〔認めている〕
￣

全体ヘ

Ｂ群Ａ群

一宇創作゜評論牛活雰邑床

論文
2種 １

不明不

学内一般

ニューノス

学内一般

ニューノス

１２

９
広報

－２９－

３４校 ３６校 6校



〔認めていない〕 月；ｆｌ

.1.,6.A

全体． ■己●

ゲゴ

■0

〆

副審鱸秦応

Ｂ群Ａ群

－．

－－

〒３０－



⑧広報刊行物への学生の関心はいかがですか。

１）大へんつよい

２）ま'あ蛍あというところ

３）あまりないようである

４）配布を妨害さ江'ている

ＣＯ

Ｐ

無記入回答

ｊ色TEj

全体
Ｏ板

ないつよい

無記入回答

Ａ群

まあまあというところあまり
ない

回答］無記人

大へん

つよい

Ｂ群
、沼

ない

広報刊行物への学生の投稿を認めているのと認めていないのとは丁度半

々の解答が出ており対学生の関心度はまあまあという触答が大半を占めて

いる。

－３１－

大へんまあまあというところいあまり三

大へんまあまあというところ
つよい．、’,

、

、あまり

３４校．

２
校

３０校

２
校

１１校

６２校

６校 ５０校 ６校
し１４校

２８校

4校 ２０校 ４校
、

３
校



U⑭● 。Ｉ

11［施 設

※
（
。
１
Ｌ 教官と学生とのコミュニケーションを発展させていくためには、どのよ

うな施設が重要と考えられますか（現状における施設の有無とは関わり

なく、下記の諸施設のうち、特に重要と考えられるあの３つを○で囲んで

下さい）。

１）学生会館（大学会館）

２）課外活動を推進するセンター

３）研修・合宿施設

４）学生相談を推進するセンター

５）全学的オリエンテーションを推進するセンター

６）その他（）

゛￣

￣

回答

７６校全体

回答施設数２５０

]\芹１１２施設（１堀群１３８施設

量七ｋ

~

←￣

-６３２－

｢亙弄II案1,罰R了蚕再宝丁 Ｂ群１１２施設（１校平均3.6）



Ｂ群

Ｐ

「その他」の内容：小集会室、喫茶。コンパ施設、学生控室（談話室）、

我研究室。図書館の充実、体育施設

これは、現状における施設の有無とは関わりなく、特に重要と考えられ

るあの３つを選択させたものである。最高は「研修。合宿施設」で全体の

９４．７％を占め、以下「学生会館（大学会館）」８４．２％、「課外活動を

推進するセンター」６７．１％､「学生相談を推進するセンター」５７．９％

の順となっている。

『1･●

篭学生会館（大学会館）は、教官と学生とのコミュニケーションの充実を
．．．／

図ることを主7(二る目的として設立されたものと考えられますが、それがう

まく利用されている場合とうまく利用されていない場合、その理由はどこ

にあると考えますか。
『。1６．

､〔う:まく利用されている場合〕’一面：ご~.上,｡｡

１）大学の管理態勢が整ってし、る

２）教官と学生の協力態勢ができているへ艀.
．.､-,,,-｝さ･"

～ａ)施設護備瀞整備されている
,゛－０

４)蔭管理要員が充実している
』＞

、５)・その他（～〉）

。

－３３－ し



〔うまく利用されている場合〕
回答 無記入

全体：

無記入回答

Ａ群

弓

回答 無．記入

Ｂ群

全体

□

Ｂ群Ａ群

－３４－

２９校 ４７校

１６校 ２９校

１３校 １８校



〔うまく利用されていない場合〕

大学の管理態勢がまだ整っていない

教官と学生の協力態勢ができていない

施設設備が整備されていない

管理要員が充実していない

その他（）

１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ

１
２
３
４
５

〔うまく利用されていない場合〕

回答 無記入

．２３校全体 ５３校

無記入會回．答

Ｌ.Ａ群

回答 無記入
､0

Ｂ群

全体

－３５－

１２校

１１校 、２０校

３３校



二Ｂｈ群：Ａ群

～

￣

うまく利用されている場合の理由としては、「教官と学生の協力態勢が

できている」が回答校全体の69.10％、「大学の管理態勢が整ってい｝る」

が６５．５％とこの２つがもっとも多く鰯以下「施設設備が整備されている」

４４８％、「管理委員が充実していiる」３４．５％の順となっている。：

また、うまく利用されていない場合の理由としては、「教官と学生の協

力態勢ができていない」が最高で９１．３％を占めているが、「管理要員が

充実していない」が５２．２％、「大学の管理態勢がまだ整っていない」が

４３．５％あることに注意する必要がある．
．」

．・ろ.

すなわち、うまく利用されている場合、うまく利用されていない場合の

両方を通じて明らかになったことは、学生会館運営上の条件としてもっと
」~・

も必要なことは、教官と学生との｢協力態勢の確立であり．次に必要なこと
:-21.$･

は大学の管理態勢衛の充実という､ことである。
１．

J（

つぎに、その他の欄に、「学生会~館が教官と学生とのコミュニケーち'ヨ
ゾー￣０

ンの場として利用されているとは恩われ眞なl`ｆ」との意見がみられ、また

「現在の会館は学生数に比し余りにも小規模である」として、その基準面

積の拡充を希望する意見があることに着目する必要がある。

＿￣

－３６－



学生会館（大学会館）の管理運営についての実情はどうですか。

１）大学が管理運営しているb

2J・大学を学生とが迷宮委員会などを構成して協力し王いる

３）学生様自主管理と称して学生だけで運営している～

４）その他（

18.

）

無記入回答

全体

無記入回答

Ａ群

称して学生だけその他
で運営

管理運営
している

↑0－

１％■･け

無記入

Ｂ群

他
称して学生
だけで運営

管理
運営 綴骸を

｢その他」の内容：

。大学と学生とが運営協議会を開催し管理迎営に当っている。

生の実際的な利用については学生の自主迎営に委ねている。

。組織上は(2)の体制にあるが、現実は学生協力がない。
.‘‐！、ボー：’

○会館の管Ｈ１運営について大学側と学生側が合意せず、現在｝

だが学

。会館の管理運営について大学側と学生側が合意せず、現在閉館中で

ある。

。－部セクト学生は、自主運営と称しているが通常の場合は、大学に

－３７－

､自主管理と称して学生だけで運営

大学が自主管理と ／（

大学が大学､と学笙～自主管理と定の

３８校

大学が管理
i璽営１３

大学と学生が運営

委員会を構成１８

、
。
、

その他
５

３８校

２４校

７
大学と学生力

委を構成
乱jZi宮
１３

１
少

（
。
Ⅱ

２１校

１４校

６ ５

１

１
」 ２

１７校

一一



よる使用許可が与えられる。

「大学と学生とが運営委員会などを構成して協力している」と回答して

いる大学が４７．４％でもっとも多く、次が「大学が管理運営している」

３４２％となっている。この回答内容は画前間１）の回答内容を裏づける

ものということができよう。すなわち、教官と学生との協力態勢の確立の

具体的方策の一つとして、大学と学生との協力による運営委員会などの設

置がかなりの大学において行なわれている。

～‐

ゼ

－（

８
■

※
四

今後、学生会館（大学会館）を教官と学生とのコミュニケーションの中
いく～：

`心的施設として効果的に運営するためには、どのようにすればよいでしょ

うか。

１）管理要員を増加する
！’

２）運営予算を増額する

３）教官が会館の重要性を再認識する

４）積極的に学生の理解を求め、教官と学生とが協力して迎営にあたる

５）その他（）

無記入回答

全体

回答 無記入

A糯匠 １４校３１校

回答 無記入

Ｂ群

回答運営策数１２７

小

－３８－

Ⅱ２`技Ｉ

１９校

Ａ群７３（１校平均2.4） Ｂ群５４（１校平均2.8）

５０校

１２校



全体

Ａ群 Ｂ群

、

（０１

－３９－．



「その他」の内容：

。学生側委員の体質が改善されることが必要

･施設の拡充（施薄の絶対面積ｶﾒ極度に不足）
．｝･Ｉ〃．

。施設設備を更に充実する

。大学会館としての事業を自らプログラムし、それを推進する

。－部セクトによる専用を排し一般学生に開放する

回答のうちでもっとも多いのは、「運営予算を増額する」７６．０％で、

その次が「積極的に学生の理解を求め、教官と学生とが協力して運営にあ

たる」６４０％となっていて、「運営予算の増額」希望が最高となってい

る。なお、会館の重要性を教官が再認識することの必要性を強調する意見

が５８．０％あることに注目する必要がある。

尹句

￣

20．現在、学生会館（大学会館）をもっていない大学は、今後、会館につい

て、どのように考えていますか。

１）ぜひとも会館を新営したい

２）できれば新営したい

３)Ｉ新営は考えていない

回答無記入

．鑿縢三
４８校

２８校:

TTJ了PF-ITl３３校

ぜひとも新営したい

回答

できれば新営（新営(ま考えていない
したい

無記入
一一

Ａ群 、塩

回答 無記入

Ｂ群

I土考えて
新営したいいない

－４０－

したい



～解答を寄せた大学について見ると、「ぜひとも会館を新営したい」が

６８８％、「できれば新宮しだい」が２９．２％、両者あわせて９７．９％が

なんらかのかたちで新宮を希望し、新営｣不希望は１校となっている。

21．‘課外活動（学生自治会活動を除く）として、文化、､体育関係のサークル、

同好会等に属している学生は、全学生の何％ぐらいですか。

会七Ｆ

6０

うＯｑ

Ｂ群

91隊

〕□FV

L｣

－４１－



学生の課外活動（学生自治会活動を除き、文化か体育関係のサークル、

同好会等による活動をいう。）参加状況は上のグラフの示すとおりである。

すなわち、全学生の６０％ないし８０％が参加していると回答した大学が

もっとも多く、全体の６８４％を占めている。さらに、８０％以上の参加

大学数は３６．８％、ほとんど１００％参加の大学が３校あることに着目す

る必要がある。

丁
一
円

22．（A）課外活動としてのサークル、同好会等に、教官の顧問、部長等がお

かれている状況はどのようなものですか。

〔文化関係では〕〔体育関係では〕

１）すべてにある４）すべてにある

２）一部にある５）一部にある食

３）全くない ６）全くない

〔文化関係〕
無記入回答

７１Ａ
７５校

全体

枚３６校 ３６

一部にある ’全くiないすべてにある

回答 無記入

式

Ａ群

部

回答

Ｂ群

－４２－

すべてにある一部にある全くない

３１校

１４校 １７校

４４校

２２校 １９校 ３

１
校



〔体育関係〕

記入

全体：
９籾

すべてにある 一部にある

記入

Ａ群

Ⅸ’昭

一部にあるすべてにある 90

回答

Ｂ群

すべてにある一部にある

〔注〕「すべてにある」には「ほとんどすべてにある」との回答を含む

サークル、同好会等における教官の顧問、部長等の配置状況は、文化系、

体育系によって差がみられ、体育系の方がはるかに充実している。すなわ

ち、体育系では「すべてにある」と回答した大学が８８．０％あるのに対し

て、文化系では４８．０％と非常にすぐない。

Ｂ）教官の顧問、部長等が課外活動サークル、同好会等のすべてまたは

－部にある場合、一般にそれら教官が、それらのグループの学生に接

触している程度はどのようなものですか。

〔文化関係では〕〔体育関係では〕

’）相当に接触４）相当に接触

２）まあまあというところ５）まあまあというところ

３）ほとんど接触せず６）ほとんど接触せず

－４３－

回答 ノ無

回答 ／無

３１校

２９校 ２

７５校

６６校 ９校

吟
１
校

４４校

３７校 7校

↓⑫

１

校



〔文化関係〕

回答 無記入

７３校 ３

体全

２０校｜萱
ほとんど接触せず

ＬＬ＿－－－§_i１校
相当に接触１校まあまあというところ

＿イ
ーー

ブビ「回答 無記入

￣

Ａ群

回答

Ｂ群

まあまあというところほとんど織蛯ず

〔体育関係〕

回答 無記入

全.体

５咽

●S DU-,

魂.まあ蛍あ!という；ところ相当に接触

無記入－
２
校
一

～

Ａ群

－－

相当に接触． まあまあというところ

回答

Ｂ群
“!；

相当に接触まあまあというところ

－４４－

まあまあというところほとんど接触l±ず
相当に接jijll枝

３１校

２１校 １０校

P

巳

３ｒ校・

１３校 １８校

４２校

Ｐ

３１校
Uh

１０校 ■
。
■

３
：
枚

■
■

７４校

０

２６校

､O

Ｌ

▲5■0

■

４８校.

２
校

４３校

１３校
、

・３ 0 枚
卜

Ｐ●｡

｡■Ｐ

２
校



前間と同様に文化系、体育系によってかなりの差異がみられ、体育系の

方が接触の程度が高い。すなわち、体育系では「相当に接触」と回答した

大学が３５．６％あるのに対して、文化系では「相当に接鯛は1.4％しかな

い。「まあまあというところ」は文化系、体育系ともに同程度であって差

異はみられないが、「ほとんど接触せず」は体育系がゼロであるのに対し

して、文化系は２７．４％もある。

？

笈部室の充足度はどの程度ですか（本間については同好会を除く）。
qL

１)各サークルがそ〕l'しそれ１つの部室を有している

回答 無記入

全体

関係だけ

回答 無記入

Ａ群

弔炉

文化部関係だけ

回答無記入

Ｂ群

虻化晋B隣

－４５－

運動部関係だけｌ文化部両方とも不明

運動部関係だけ（両方とも不明

潔静関Ｍｘ蕾１%:k:け

４７校

１９校
ワ
］
〈 ２０校 ６校

OG

２９校

２６校

１１校

１
▲
▲

8校 ６校

１９校

２１校

8校

１
Ａ １２校

１０校



2）複数サークルで部室を共有している

‐Ｉ←～１回）２;パードー，．．！．.~Ｐ 無記入

全体

文化部関係
だけ

運動部
関係だけ

両方とも不明

回答 無記入

Ａ群
ベ①

運動部
関係だけ関係だけ

回答 無記入

Ｂ群

ヨ職

運動部
関係だけ関係だけ

３）大部分のサークルが部室を有しない

回答 無記入

全体 ６０校

運動部 明

関係だけ関係だけ

回答 無記入

１２校

３３校，Ａ群
４２１３２１３ ３

運動部 文化部両方とも不明
関係だけ関係だけ

回答 無記入

４校

２７校

圖詳[IFFＩ
動部／文化部、両方とも運

関係だけ関係だけ

－４６－

／
文化部両方とも不明

ノ 文化部両方とも

-,

３９校
９F

3校 １２校 ２１校
1ﾛ

グ

３校

３７校

２３校

１
＃
＃ 7校 １２校 ３校

２２校

１６校

の
垈
丙 ５校 ９校

１５校



部室充足率

〔運動部関係〕

全体

【

ｇｏ～l００ｑｉ

Ａ群 Ｂ群

ｎ
Ｊ

ＭＷ２Ｃ 閃
－
Ｊ

､～N⑩

ｄｏ～７９鮖8－

ゴＯ～１００塊

■-4,

ﾊﾞIノロ'(I鼠■

.U勺!｡

□-1.0｡、抄〆■

■千一▲0

ﾁﾞﾌﾟi･．．･

－４｣７－
．含Ｉ．



〔文化部関係〕
全体

￣

８０～１００％

５０～７９明

群Ａ

９９Mｹ／２〔

４０～５９P

５０～８０口
８０～ＩＯＯｑｉ

８０～１００９

５０～８０噺

Ｒ

ｕ

大学全体としてサークル部室の充足度についてみるとも約８０％のサー

クルが部室をもっていると回答した大学がもっとも多く、体育系サークル

については６５６％、文化系サークルについては３８．３％となっている。

これを専用部室と共用部室とに分けてみると、共用部室と回答した大学

が専用部室と回答した大学よりも、僅かに多く（専用部室４２．６％、共用

部室５３８％）、また専用部室は体育系に多く、共用部室は文化系に多い。

￣

－４８－：



なお、大部分のサークルが部室をもっていないと回答した大学が１１６校

（２１％）あることに注目する必要がある。〆Ｊ…い■－

｢↓

■

※
型

課外活動に学生が利用する合宿所の現状はいかがですか。
．､

１）運動部関係（）ヵ所、総収容人員（‘
芦，．【

２）文ｲﾋｻｰｸﾉﾚ関係（）ヵ所、総収容人員（

３）共通（）ヵ所、総収容人員（－
Ｐ.【

「。`：。.５

４）利用状況

〔文化関係では〕_〔体育関係では〕
;:ｉﾉい拳ｉ

ｌ．よく利用する４．よく禾Ⅱ用す．る

２まあまあである５まあまあである

３．あまり利用しない６．あまり利用しない＝ｐＨ

回答無．記入

）名

）名

）名

，
・
し

ロ
リ
Ⅱ

全体

無記入回答

A欝Ｆ~￣
１、

回答 無記入

Ｂ群

1）運動部関係

回答

ノー

無，記入

全体

回答 無記入．

１校平均1.4施設３４名収容
十CＱ

Ａ群 フ１コ

無記入
．、、OOF」

1校平均2.5施設113名収容

回答

Ｂ群

－４９－

－ｍ

５６校 ２０校

２５校 6校

２０校 ５ :６ 枚゛

７校 ３８校

１３校 １８校

１４校



2）文化サークル関係

Ａ群に１校のみ、３施設５０名収容

3）共通

,．．↓１４．．：，

無記入回答

全体
～

３級 ３昭

回答 無記入
－＝

Ａ群 1校平均１６施設６２名収容

回答 無記入

Ｂ群 1校平均2.1施設１０６名収容

０゜

4）利用状況

〔文化関係〕

回答 無記入

全体

よく利用するまあまあであるあまり利用しない

゛，、１

回ｊ答無記入
L+

Ａ群
■

よく利用するまあまあ‐
である

回答

あまり利用
しない

無記入

つ

Ｂ群

よく利用まあまあ/iあまり利用
するであるしない

【！

－５０－

４８校 ２８校

２９校 １６校

１９校 １２校

５４校

１６校 ２ 1校 １７校
Ｌ

２２校 ○

U●

３０校

１０校 １０校 １０校

１５校

２４校肝：

６校 １１校 7校

7校



〔体育関係〕

回答 無記入

「
－
－
１
１
１
『
－
－
Ⅲ
ｌ
’

全体

ｍ２ＪＺ已空］．～が

回答Ｊｍ 無記入

３２校！
Ａ群 １３校Ｐｑｆｃ

２７校 4校’１

よく利用する まあまあ
である

あまり利用
しない

無記入回答

２６校
一■

２５校

Ｂ群 5校

覇碁1編
ql

よく利用する
しない

体育系合宿所をもっていると回答したあの２０大学（３４．５％）、文化

系合宿所をもっていると回答したもの（１．９％）、共通の合宿所をもって

いると回答した､の４８大学（８５．７％）となっている。
,ｉＦｔ’．．L・↓

ホIl用状況については、文化系と体育系で篭があり、体育系では「よく利

用する」がもっとも多く８９‘７％に達しているが可文化系では「まあまあ

である」が３８．９％、旧あまり利用しない」が３１．５％となっていて、利

用度の低さが目につく。

色

ｂ

25．課外活動のための合宿所がある場合、

の程度、役立っていますか。ふい

〔文化関係では〕

１）大いに役立っているｉ４）

２）まあまあというところ５）

３）あまり役立っていない６）

－５１一Ｆ

教官と学生の交流の場としてむど

〔体育関係ては〕

大い:に役立っている

まあ窪)あというところ

あまり役立っていない

よく利用する Ｆ

19
まあ雷あI、あまり利用
である「）しない

５８校 ､

Ｉ

５２校
口

５校
■1

１
，
斤

１８校



〔文化関係〕

回答 無記入

全体

あまり役立っていない大いに役
立っている

、まあまあと

いうところ

回答

田
～

ラ
ン

；無記人

￣

Ａ群

まあまあとｊあまり役立十
いうところっていなＬ…

回答無ﾎﾞｰ記入

大いに役
立＞⑩､る

Ｂ群

Ⅲ
大い 受まあまあとあまり役画

立っているいうところいない

PF

〔体育関係〕

回答 無記入

全体

大&､に役立ってまあまあというとこうあまり役立って､ない
いる

回・答息’無記入．

Ａ群

￣

まあまあと
いうところ

回

あまり役立っていない

答無記入

大いに

･役立って;
いる

Ｂ群

"0一十

あまり役立
うていない

大いに役立まあまあと
っているいうところ

『
０
｛ ’｡ＬＯ

－５２－

に役 まあまあとあまり役立って

５２校

5校 １８校
．！

２９校

２４校

２９校

４校 8校 １７校，．

１６校

５９校
00●

１２校 ２１校
■

･Ｉ＿ ２６校
、

ｈ

●●

T

I■:

ｌ:8.

１７校
.Ｌ月肉'

３０校

３校 １２校 １５校
１５校

２
：．
９校

9校 ９校 １１校

２
校

２３校

●
１
斜 １０校 １２校

8校｝



この設問に対する回答としては、文化系'サークル、体育系サークルとも

に「あまり役立っていない」とする大学が多く、「大いに役立っている」

とする大学は僅少で、、体育系で２０％、文化系で１０％とすぐない。

26．（A】学生相談のための特定の施設はありますか。

１）特定の施設がある’

：2），準じる施設がｆある

３）なにもない

8.,.0

P6匂

￣

全体

３沼

特定の施設がある 準じる施設がある なにもない

記入

Ａ群

特定の施設準じる施設があるなにもない
がある

回答

Ｂ群

にもない

特定の施設がある 準じる
施設が
．ある

全体として回答校のうち何らかの学生相談施設があると答えたのは７４６

％、特定の相談施設がある大学４４％、それに準ずる施設を有する大学

３０６％可ないのがＺ5,3％となっているが、Ａ群とＢ群を比較するとＡ
，？．

群においては、特定の施設力:あるのは２５％にすぎないのに対して、Ｂ群
．「

ては７１％が特定の施設をもっている。これは大規模大学においては、教

－５３－

回，－答
／
無

‐-な

４４校

１１校 １８校 １５校

１
１

３１校

２２校 5校 ４ 蝿



室、研究室といった赤授業の面を通じてのみでは教職員と学生斎間のコミュニ

ケ→グョンが不可能になってきていることの反映とも墨「られよう｡、

なお、文部省大学.学術局が昭和３７年に行った学生相談に関する調査と

比較すると特定の施設をもつ大学数の増加は認められないが、準じる施設

は増加し、相談施設を全くも危ない大学の数は、この１０年間に３４校一

（４７．２％）から１９校（２５％）に減っている。

、学生相談のための特定の施設がない場合、今後、大学としてはどの

ように考えられていますか。

１）目下、準備中である、ただしその所管部局は（）

２）設置を希望している､．ただしその所管部局は（）

３）設置を希望していない

～

－Ｗ

回答 無記入
｢所管部局」

１）保健管理センター…１校

学生部’５校

２）学生部２６校

~学部、３校

全学１校

全体

目下準備中設置を希望している′設置を希望して
いない

回答無記入

Ａ群

設邇を希望
していない

目下準備中設置を希望
している

回答
ohf

圖赫'２１割 〔注〕母集団は設問２６(A)1），２)の回答杖
４２校（Ａ群３３校、Ｂ群９校）

設置を希望しているふ；．．：ｺﾞﾄﾊﾉし一
目下準備中

曰ｉ、「

特定の学生相談施設をもたない大学４２校の将来計画では、回答校３８゜,､｡D･ﾛ閂

校のうち、目下、開設準備Ｆｌ１が４校１０．５％でp~設置希望枚が３０校86.8
.ｑ,..1.,.､.！｡．｡,,.！.！.＝Ａ：..!ケノ...｡ 。，１，

％で、ほとんどが学)生相談室を必要としており、必要なしとする意見はＡ
』と、，．・ 91.0.9..,.-,0･ﾛ↑-

－５４－

９
－

６
二

３８校

６校 ３０校 ２

ｸ７

4校

２９校

4校 ２３校 ２

4校



群の大学においてわずか２校５．３％しかみられない。．

なお、所管部局としては、準備中および設置希望校ともに学生部に置き

たいとする意見がもっとも多い。

27．（A）現在の全学生数に対して、カウンセラー等

鰹くらいですか（大学院学生を含み、カウン

カー、精神医を含めて鑿計賞する）。十．’

約（…）人

一等１人当りの学生数はどれ

ウンセラー等にはケースワー

無記入回答

全体 ５m

回答 無記入

Ａ群

回答無記入
－１

Ｂ群
■し句

けいの 、-

全体一

、

霧iiiiii二TplJiRllil；

－５５－

＿［，
■

▲

６０校
▲のId p。｢

１６校

３１校
■

１４校

１．９４，

２９校 ２



Ａ群 Ｂ群

ＤＣ

Ｐ〆③

〕００名ＩＦ

ｎ
Ｊ

〒㈲

ＪＯＤ堀

学生相談担当者１人当りの対象学生数は、５００名程度から９，０００名
．．.；.'

以上と巾が極めてひろく、一応適当と考えられている１，０００名以下の大

学は、Ａ群で１２校３８．７％、Ｂ群で４校１３．８％しかなく、３，０００名

以上の大学７校はすべてＢ群の大学で約４分の１にあたる２４．１％である。

（B）昭和４６年度の学生相談施設への来談学生実人員は、当時の全学生

数の何％ぐらいですか（大学院を含み、廷面接回数ではなく、年度内

の実人員によってください）。

約（）％ 全体

jJJHHTiDFL
、

>>、
一角ら

)】
ユーー

十:liiiiij夛
～3外

寡〈ﾉｰ５％
￣、〆

５
１０

－５６－



Ａ群 Ｂ群

灯lliiLIijTiJ
～1％

～3％

弾
～5％～５

６
～7％～7％

風
面~iﾆｰﾒ／ Ｆ

Ｉ
Ｌ

回答大学数について見るとＡ群では最高５８％､Ｂ群では最高１７

％の学生の来談を扱っている相談室もあるが､１ＡもＢ群とも最も多い

のは１～３％の来談率の大学でj０３１．７％である６

一般に在学生の約５％来談するのが、学生相談の望ましい姿と考え

られているが、この条件,を満しているのはＡ群,で５９２３％、Ｂ群で

３９．３％しかなく、理想的な姿からはなお遠いようであるｄ

ｏ昭和４６年度の学生相談施設への来談学生の問題内容は、どのよう

な構成比になりますか（下記と異なる分類の場合は、それぞれにあ

にはめ､また、構成比を算出Jできぬ場合は､多いものから順位を記し

てください）。ノビ〔順位〕
0.：ﾛ｡

１）修学問題（））９６（）
'L,｡.．｡!

２）職業問題（）％Ⅱ）
；ずｉ‐

３）心理適応問題（）９６（）
０」

４）健康問題（）９(，（）

５）経済問題（）％（）
.１

６）その他（､“）（）％（）

～

｢０．6世.し 0-,.

&。｡

－５７－



回答 無記入

全体

無記入回「答

Ａ群

,回｝答， 無記入
一勺

Ｂ群

〔．

F１占普１Ａ..Ｒ今

ニベ

、￣

－５８－

',●＿｡,Ｐ□,｡'

Lc｡

'1
５５校 ２１校

２７校
⑥I
OU

１８校

｡

２８校 ３校

修学
ＡＢ全

職業
ＡＢ全

心理
ＡＢ全

;．
健
ＡＢ

康宕
，全

i蟹済
ＡＢ…全

〆△

その他
ＡＢ全

～ ,叙 ６
枝
３９ ２１１１３ ７３１０ ５４ i： ９ 鞠５

：；
い

７１２ ５６１１

１１～２０ １１２ ２２ ４４ １３４ ２２ １２３

２１～３０
-！.

：

２．２

￣■

「

１１
⑤P

２ 1;ﾊﾟﾉ３－４ １１：２ざ

３１ ～４０ ２J１．３ １１ ２ ､⑥ １１

４１～６０ １５６ ,１４，２６ ４２ｆＬ６

q

：６ｒ＝1００ ２４６ ’５３１，８． １２３

,計（ １２１６２８１５‘１２１７ 1８１６３４ 1２．１２２４ 、７
■

７．１４ ６９１５

該当領域が
ない

1５１２２７ 22AL１６３８ ’９１２２１ 1５１６３１ 2０２１４１ ２１１９４０

回答計 ● ２７２８５５１２７；２８５５ 27ぃ28F５５ 2'72855127123 )2７ 2８５５

修学
ＡＢ艀::全

職業
ＡＢ》全

ＬＰ

Ａ

ｿ ）理
Ｂ全

康
Ａ…Ｂ全

経済｜その他
ＡＢ全|`Ａ Ｂ全

１ 8校1５２３ ２１３ ８６１４ ４５９
告、｜、

と『ゲイ

１１

２ ４７１１ ３３６ ７１１１８ ５４９ ２２４ｉｌｌ２
ウ

３ ５３８ ３４７ ３５８ ４６１０ ６５１１１
:岬－，．Ｈ１中

１５６

４ １１２ ３８１１ ２１３ ３１４
￣●

２４６
:舟A1（F，

３５８

５ １１ ２２ １１２
Ｐ

２３５

０，

２２４，２２４
…｜’』

６ １１ １１
odh

２２
巳.～￣↓｡｡。

１２３

計 1９２６４５ 1１１８２９ ２１２５４６ 1８２０３８ 1２１５２７
〕Ｘｉ２Ｐｌ．､会

Oﾛ、

(.）

８１６２４

該当領域が
ない

８２１０ 1６１０２６ ６３９ ９８１７ 1５１３２８ 1９１２３１

回答計 ２７２８５５ 2７２８５５ 2７２８５５ ２７２８５５ 2７２８５５ 2７２８５５



～:相談室であつかう相談内容を種類別構成比、順位からみたのであるが、

､全体として心理相談､《修学相談、健康相談が多くい職業Ｌ経済、その他を

内容とする相談は少いずＡ群、Ｂ群別に見る場合にも大体、｜司様のことが

にいえるが､`Ａ群に比べＢ群において特に修学相談、職業相談の多:いことが

_注目される。ノ

28．学生相談活動について、これまで学内の教官や学生一般から批判された

～ことはありますか。ハガ・汀

１）なにもない

２）ある、ただし、その批判点（ぃ）

回答 無記入

全体

なにもない ある

回答 無：記入

Ａ群 。！

なにもない ある

！｡

回答 無記入
■－

PＭｇ

Ｂ群

なにもない
●

.Ｏ；、．

ある

｢批判」の内容：総合的な相談を受けられるような施設で人員を揃えよ。

モーズレイテストに対して－部学生から批判がある。担当者

がケース．パイ．ケースで私的に専門教官に依瓶しているこ

とに対する批判、カウンセラーの資質の問題。補導教官によ

－５９－

６２校

５５校 ７校

１４校

３４校

３２校 ２

１１枚い：

２８校

２３校 5校

３
校



ろ相談と学生相談員による相談連絡について、「保安処分」

問題に関連して部屋の前に落書きされたことがある。「復学指

導について学部との意見がくいちがったため。

相談室に対する比判はないと答えている大学が回答校の８８．７L％､５５

校と大部分であるが、Ａ群の９４．１％の批判なしと比べ、Ｂ群では８２．１

％と若干少ない。

，..’，

茜．学生相談施設の管理運営について、今後、改善を要すると考えられる問

題点はどのようなものですか。

１）所管部局について

回答無記入

￣Ｐ

￣

全体

無記入回答

Ａ群

無記入回答

Ｂ群 ）垢

学長直属とするか学生部または保健管理センター所属とするかについて

の問題があるが、各大学ともなお結論にいたるまで十分論じつくされてい

ないようである。しかし、制度的に独立した組織、人員、予算をもつべき

であるという点では、一致している。

2）スタッフについて

回答 無・記入

全体

無記入回答

Ａ群

無記入回答

Ｂ群
８０

〒60-

亡玉。

１７校 ５９校

７校 ３８校

４１校 ３５校

１８校 ２７校

２３校 ８校

２１校



専任カウンセラーの定員化ならびに増員を求める意見が圧;倒的に多い。

3）活動領域について

三無記入回答

全体

無記入回答

Ａ群

回答無記入

Ｂ群 6CD

舟現'在陣か:精神衛生に傭した相談活嘔動を主としているが､－－;こirLらのi機能に

加え今後より梢極的jにオリニンテーシヨン機能を含しめ広く日常一般の学園生

活の中に惨透する活動をすべきだとする意見が多い。

４）保健施設または他の学生相談施設との関連について

無記入回答

全体

無記入回答

Ａ群

回答 無記入

Ｂ群 ９１コ

保健施設としては、保健管理センターがあり．それとの関係が問題とな

っているが、統合を論じているあの４校に対し、ニュアンスの強弱はあり

ながら分離して設置し、両者間に緊密な有機的関連を持たせるのが望まし

いとする意見が大半である。

－６１－

１４校
０４

６２校

４校 ４１校ブヅ１１、

１０校 ２１校

２５校 ５１校

１０校 ３５校

１５校 １６校



5）そ､；の他？｣＋…･パイへ■-句け １．－Ｗ:入Ｈｉｌｌ
｡

｡８

１．．．；ぃ.．:"ＩＩ｡：

；γ‘ｊＬ－:ＡＡｊｊ９ｉ鰹/`：《(、

無記入回答

全体

回答 無記入
；｡｡．

■ｎｍ

_ず勺

Ａ群

無記入回答 ￣

９゜

Ｂ群 』

現状の施設､'人員のl不備を５つたi駐る:と共に、･気i軽'てi1学生に利用される

施設たるべく努力しなげ1江ばならないという意見が多砺。Ｌ：血.Ａ:!;:！

｡i､.'..｛}`.）:;．）:!；;…‘,●

CO

・ノレ

0１

ﾛ０－｡

､１１
し。

Ｐ,0６１ DDH

,￣弓

..、、．÷１８

トー、.

5勺｡｡Ｃ

1..0.6：2,p0

.,.ﾛｰ:P..F･10⑪□■－
Ｆ

■ZQh

△ﾛ･●ﾛICや~０－
●■B

b

I;古･~-.;Ｌｘ●ひ■の

0

-0■

｢｡｡）匂占

｡（、1．６０

－６２－

１２校
■６

．Mｏ

６４校 ●

●

●■

」０､

4校 ４１校 OU

８校 ２３校



Ⅳ行事
．｢！’

）態

３０．学園祭や体育祭等の全学的年中行事lま、年間、何回、どのような名称、

内容のものが行なわれていますか。

回答無記入

全体

回答

Ａ群 ４５校

回答 無記入

Ｂ群

体育関係単独行事（体育祭等）

茨職負…参加隠

１
４

Ｆ
ロ

文化関係単独行事（学園祭等）

文化関係。体育関係併催行事（学園祭等）

教城風

ほとんとｿましまあまあかなり

し．

－６３－

７５校 １

３０校． １

回数

１ 不明
計

教職員

l芝んとなし まあまあ

参加

かなり

菱

不明

Ａ群 22校 １ ２３ ７ ８ ３ ５

Ｂ群 １９ １９ １４ ４ １

全体 ４１ １ ４２ ２１ １２ ４ ５

１回
教職負参加度

ほとんどなし まあまあ かなり 不明

Ａ群

Ｂ群

全体

21校

８

２９

３
３
６

１３

１３

３
３

２
５
７

回〆数

１ ２ ３ 不定期 不，明
計べ

教職負…参カロ度

I量とんと３tⅨし まあまあ 力､なり 不明

Ａ群 ２７校 ３ ２ １ １ ３４ １４ 1２ ５ ３

Ｂ群 ２５ １ ２ ２８ １２ ５ ４ ７

全体 ５２ ３ ２ ２ ３ ６２ ２６ １７ ９ １０



新入生歓迎会
｣0

pq

￣

学園祭（内容不明）

職員参加属lpI薮

寮祭

研修会。ゼミナール等

教職賃一参加思。ｊｌＦｌ

『
Ｈ
】

5告イオ

-６４－

Ｔ￣

１回
教;計職員参加

ほとんど７３:し まあまあ かなり

度軒：

不明

Ａ群 １１校 ３ ４ １ ３

Ｂ群 １０ １０

全体 ２１ １３ ４ １ ３

回‘数
１ ４

計
＃

ほとんとβなし

I〔職負一参加度
まあまあ かなり 不明

Ａ群 1校 １ -，１．

Ｂ群 ３ １ ４
句

｡b■ ２ ２

全体 ４ １ ５

DP

｡

３ ２

回数
１ 不明

計
ﾉ教職員参加

ほとんと;なし まあまあ かなり

度

不明

Ａ群 10校 １ １１ ３ ６ ２

Ｂ群 ７ １ ８ ４ ２ ２

全体 １７ ２ １９ ７ ８ ４

回；数

１ ２

▲
’

一
奇
ロ

教職負参加

ほとんとHiRし まあまあ かなり

変

不明

Ａ群 6校 １ ７ ５ １ １

Ｂ群 ３ ３ ３

全体 ９ １ １０ ８ １ ’１．



その他 0凸

詔『」漣

Ｐ】男に企ｎＩＺ

〆

、

１

全行事（教職員参加度）

全イコＥｌｌｑ

列挙された行事を整理してj2よると学園祭､…T体育祭、新入生歓迎会、寮祭、

研修会ゼミナール、その他であるが、学園祭はその内容により、さらに３つ

に細分した。このようにしてみるとＡ、Ｂ群とも体育関係単独行熟が最も多

自'＜（Ａ群７５６％、Ｂ群０３％）でこれに文化関係単独行事（`Ａ群５１ＭＧ

Ｂ群613-3％！）、体育可文化併催行事（Ａ群４６７％、Ｂ群２６７％1）、新

入生歓迎会（(全休２８％）､学|園祭（内容不H1il1）（全体:2,2.7％）、已寮祭

（全体Ⅲ１３３％!）、研修ゼミLナール（全)体〔5;３％）と続いている。ｉ

全行騨とＬｉてみ:ろとA群109行事（1校平均24行事）、B群82行事

（１校平均２．７行事）が行なわれていることになる。

＞教職員の参加は、Ａ群の方がＢ群に比し良好であるカヘーそれでも「まあま

あ」が４１．４％で「催とんどなし」が３２．２％と低調である。

ｏ･Ｉ

－６５－

１回
；

ほとんどなし

l〔職負〔参加９
まあまあ かなり

Ｅな

不明

Ａ群 1校

」■+

◇9｡ ~し

１

Ｂ群 ２ ２

全体 ３ ２ １

ほとんとたし まあまあ かなり 不明 計

Ａ群 ３５種 ４５ １２ ､１７ fｕ０９

Ｂ群 ４８ ・１３ ５ １６ ８２．

全体 ８３ ５８ １７ ３３ １９１



３１新入生に対する特別なオリエンテーション行事は行なわれていますか＿◎

１）行なってL､る（全学合同で、各学部・教養部別に、全学合同と各学部
丁しぅ：】：

。教養部別の２本立）

2）行なっていない
》Ｉ

行なっている
￣

ゴロ

７６校 ､ノ

全体

２８校

全学合同と各学部゜
別の２本立：

２０校

各学部。教養部別に

２２校

全学合同で

￣

教養部舞儂

行なっている

４５校 ‘‐Ｉ

Ａ群

１４校 ３級１７校

全学合同と名.学部
教養部別の２本立

記入各学部
教養部別に

全学合同で

行なっている

Ｂ群

無記入各学部．全学合同と
劇t霧部j1Ilに各学部。教養部

別の２本立

大部分が新入生に対するオリエンテーションを行なっている。Ａ群では

全学合同のオリエンテーションのみの場合が最も多く１７校（３７．８％）、

全学合同と各学部、教養部別の２本立１４校（３１．１％）が次いでいる。

Ｂ群では逆に全学合同､各学部、教養部別の２本立１４校（４５．２％）が

が最も多く、全学合同のみの大学は５わずか５校（１６．１％）である。

〆￣

；２新入生に対するオリエンテーション行事を企画。主催するの健、次のど

れですか。

〔企画〕

１）学生部（学生代表を含む。含まない）

－６６－

全学各学部．全学合同と、
合同で教養部別に各学部。教養部

３１校

5校 9校 １４校 ３校
,片



2）教養部（学生代表を含む。含まない）

3）全学的なオリエンテーション委員会（学生代表を含む・含ま・ない）

4）学生側（自治会。サークル）

5）その他,，

〔企画〕１）学生部

田無

2）教養部

４）学生側

「その他」：３０校Ａ群１５校Ｂ群１５校

学部毎２０校（Ａ９，Ｂ１１）、各学科３校、学生部。 教養

部合同２校、学生生活委員会、教務委員会、類連絡会議各１

校。

なお「全学的オリエンテーション委員会」はなかった。

新入生オリエンテーションの〔企画〕には、〆学生部が単独であたることが

最も多く４７校（６１．８％入これについで教養部２４校（３１．６％）、

－６７－

学生代表含む 含まない 無記入 計■

Ａ群

Ｂ群

5校

２

２７

１２ １

３２

１５

全体 ７ ３９ １ ４７

学生代表含む 含まない 無記入 計

Ａ群

Ｂ群 1校

９

１３

１？ １０

１４

全休 １ ２２ ２４

自治会． サークル 無記入 計

Ａ群

Ｂ群

7校

７

６
７

８

２‐

２１

１６

全体 １４ １３ １０ ３７



学部２０校（２６．３％）となっているす￣方‘学生側の企画も３７校

（４薯８７％）があるこ:とが注目される。’一いへ

〔主催〕トーい

１）学生部（学生代表を含む。含まない）“～“

２）教養部（学生代表を含む・含まない）

３）全学的なオリエンテーション委員会（学生代表を含ｔＤｏ含まない）

４）学生側（自治会。サークル）

5）その他’紐（；

：〔主俄〕１）学生部,：

￣

2）教養部

4）；学生側

「その他」：２２校Ａ群…９校Ｂ群１３校
.！、

学部毎１７校（Ａ８、Ｂ９）、学生部教養部合同２校

各学科２校、類連絡会議､１校」，一十

;唯おＩ全翰ﾘｪﾛ/テーシ雪ン委員会｣は１校(A)…企画でlよ｢そ;の他｣

－６８－

学生代表含む 含まない
~、｡

．’無稽曰入 計

Ａ？群

Ｂ群

枝。
□
』
Ｃ
』９

２６

１１

３

、

３２

１３

全体 ５ ３７
１，１

３． ４５

学生代表含む 含まない
▲･ニー＿

犬 計

Ａ群

Ｂ群 n校

８

１３ ｒ

８

１５

全体 '１ ２１

■

１
1-6
■0

２３

自治会・サークル
0

無記入 計

Ａ群
；‐‘

Ｂ群

ひ

｡

6校
●

８

hO

１０

７

1６

１５

全体 １４ １７
／《

３１



オリエンテーション「主催」については、学生部主催が４５校（５９．２％）

と最も多く、教養部主催２３校（３０３％）が次いでいる。学生団体の主

催する新入生のオリエンテーションを行な,っている大学は’４校あるが、
｡↑#.；今－７

大学側のオリエンテーションを学生代表と共催とする大学は、企画の場合
（て’Ⅱ

同様、極めて少ない。…

なお、企画。主催とも、Ａ群の大学では学生部が中心となり、Ｂ群の大
８：-

学では学生部と教養部が協力しあっており、設問３１の全学合同の場合の

主体は、学生部が中心になってあたっているものと考えられる。

〆

33．新入生に対す鳥オリエンテーシ罰ンの実施時期、日数はどれ程ですか。

回答無記入

全体

`ずや.-１４
Ｕｆ

回答

Ａ群 ４５校
一一一望一〒－－－－－－－

回答 無記入

Ｂ群 Ｏ和

全一体１１ｋ
､、１

００lb
ぴ

識
１９

Ｆ１、⑰

．、8１１

+0

－６９－

３０校 １



Ｂ群Ａ群

１
’
６
｛２

蕊
１

日、
Ｌ～

rr帝
－１
う

4／

/碑日
＃

￣

－－

３～５日
一一一一!

１３

４月中に行なう大学が最も多く６９校（９２％）で、１部の大学では４

月から７月にわたるところもある。

なお、日数は３～５日のところがもっとも多く４４校（５８．７％）で、

１～２日がこれに次ぐ２２校（２９．３％）。

鐘（A）本年度、新入生に対するオリエンテーション行事の内容は、どのよ

うなものですか。（大学側、学生側を含む）○

１）新入生のために￣定期間にわたる特別なカリキュラムの編成

（全学・教養部。学部）

２）学部、教養部のカリキュラムおよび進路についての説明

（全学・教養部。学部）

３）教官の紹介（全学。教養部。学部）

４）教官による新入生の個別面接（全学。教養部。学部）

５）新入生父兄と教官との懇談会（全学・教養部．学部）

６）新入生のための合宿セミナー（全学・教養部｡、学部）

－７０‐

￣~

＝￣



7）学風伝統に親しませるための座談会．

（全学・教養部。－－学部）

8）学内の諸規定や制度、施設（厚生福祉施設・心身の健康保持に関す

る施設。図書館）の説明（全学。教養部．.学部）

１９） 学生自治会よりの案内（全学・教養部。学部）

１０）サーＩクルの紹八参加への勧誘（全学、教養部‘ｚ学部）

１１）学内施設の実地案内（全学.教養部。＿学部）

地域社会の実地案内（全学。教養部。学部）１２）

１３） その他（全学。教養部。・学部）

1）新入生のための一定期間にわたる特別なカリキュラムの編成
･ｉｉ．’

（回答Ａ群１４校、Ｂ群７校）

2）学部、教養部のカリキュラムおよび進路についての説明

（回答Ａ群３９校、Ｂ群３０校）

(回答Ａ群２５校、Ｂ群２１校）3）教官の紹介

－７１－

、ご薯進 全学 教義部 学部 無記入 計（１校平均）

Ａ群

Ｂ群

7校 ２

５

４

５

２ １５

１０

全体 ７ ７ ９

ワ
】 ２５

ｗ豊迩 全学 教養部 学部 無記入 計（１枚平均）

Ａ群

Ｂ群

２４校

８

４

１７

１５

１８
１

４３

４４

全体 ３２ ２１ ３３ １

が⑭

８７

～iＺｒ〔皇佳 全学 教養部 学部 無記入 計（１校平均）

Ａ群

Ｂ＿Ⅶ群

１１校

４

３
８

１３

１３

２７

２５

全体 １５ １１ ２６ ５２



4）教官による新入生の個別面接（回答Ａ群１０校、Ｂ群１１校）

￣

5）新入生父兄と教官との懇談会（回答Ａ群１９校、Ｂ群８校）

￣

6）新入生のための合宿セミナー（回答Ａ群２０校、Ｂ群１７校）

7）学風伝統に親しませるための座談会（回答Ａ群４校、Ｂ群３校）

8）学内の諸規定や制度、施設の説明（回答Ａ群４３校Ｂ群２６校）
‐

-７２－

PR【]ｩ

、iヱピ圭住 全学 教養部 学部 無記入 計

Ａ 群

Ｂ群

1校

２

２
４

‘４

５

３ １０

１１

全体 ３ ６ ９．‘ ３ ２１

ﾍjﾋﾞﾋﾞﾋﾟ塾 全学 教養部 学部 無記入 計

Ａ群

Ｂ群

１０校

３

２
８

６
５

Ｉ

２

１
0Ｐ

２０

１７

全体． １３ １０ １１ ３ ３７

~~iﾐﾐﾐ≦１曲里 全学 教養部 学部 無記入 高Ｔ

Ａ群

Ｂ－群

３０校

１１

１

１１

８
６

４ ４３

２８

全体‘ ４１ １ ２ １４ ４ ７１

、行なう

へ菫f空
全学 教養部 学部 無記入 計

Ａ群

Ｂ群

9校

１
１

９
７

１９

８

全体 ９ ２ １６ ２７

〒、Tご芒二ｆｔ】 全学 教養部 学部 無記入 計

Ａ群

Ｂ群

4校

３

４
３

全体 ７ ７



9）学生自治会よりの案内 （回答Ａ群３５校、Ｂ群１９校）

１０）サークルの紹介、参加への勧誘（回答Ａ群４０校〈Ｂ群２８校））
グー

１１）学内施設の実地案内 (回答Ａ群８校、Ｂ群１１校）

１２）地域社会の実地案内 （回答Ａ群１校、Ｂ群１校）

１３）その他 （回答Ａ群７校、Ｂ群３校）
し-－

－７３－

、ゼミ全iｔ 全:f学譽； 教養音‘ 学部 無記入 計，

Ａ群

Ｂ群

１８校

５

２

１０．

１０

４

５ 3.5

１９

全体 ２３ １２ １４ ５ ５４

、iIrE呈体 全〆学 教養部 学部 無記入 計

Ａ群

Ｂ群

２９校

１８

，
１
４

７

４

３

２

４０

２８

全体 ４７ ５ １１ ５． ６８

、!Ｚ(&呈体 全学 教養部 学部， 無記入 計

Ａ，～群

Ｂ群

2校

１

３
９

３

１．

８

１１

全体 ３ １２ ４ １９

、iご〔二体 全学 教養部 学部 無記入 計．

人群

Ｂ群

1校

１

１

１

全体 ２ ２

、frf呈体 全学 教養部 学部 無記入 計

Ａ群

Ｂ群

４校

１

２
２

１

７
３

全体 ５ ４ １ １０



オリエンテーションとして最も重視されているのは冠カリキュラムお

よび進路についての説明および学内諸規定や制度施設の説明であり、

６９大学（９０，８％）で行なわれている。次いで学生代表によるサーク

ルの紹介６８校（８９．５％）が多く､学生自治会よりの案内５４校(71.1

％）、教官の紹介４６校（６０．５％）、新入生のための合宿セミナー

３７校（４８．７％）、､父兄と教官との懇談会２７;校（３５．５％）、新入

生向特別カリキュラムの編成２１校（２７．６％）、教官による新入生の

個別面接２１校（２７．６％）等が続いている｡

学内諸規定の説明、サークル紹介、自治会よりの案内は、全学合同の

オリエンテーションで、教官の紹八学内の実地案内については学部で

行なわれるオリエンテーションの際に行なわれる。父兄,との懇談会も学

部が行なうことが多い。

(B）新入生オリエンテーションのための特定の刊行物は出されていますか。

１）いる２）いない

いるとすれば、どのような内容のものですか

一
一
（
し

づ》

計

全体

刊行物がある ない

〆□

無記入回答

Ａ群 一一

刊行物がある ない

Ｂ群

－７４－

回答 無記入

刊行物があるない

７５校
１

６４校 １１校

４４校

３６校 ８校

１

３１校

２８校 3校



「オリエンテーション用刊行物」の内容

学生便覧（３７校）、学生生活案内（２０）、施設概況（１）、学部

゜学科・研究室案内（７）、教養部案内（６）、教官案内（２）、履習

案内（１５）、授業案内（１５）、ゼミ紹介（１）、新入生オリエンテ

ーションの手引き（５）、図書館の手引き（１０）、保健管理センター

案内（３）、学生相談の手引き（２）、クラブ活動案内（２）、栄養の

しおり（１）、指定図書（３）、図書館利用の手引き（１０）、学園生

活紹介と案内（１６）

オリエンテーションのための特定の刊行物がある大学は回答数の８５．３

％でＡ群３６校（８１．８％）に対し、Ｂ群２８校（９０３％）とＢ群の

方が多い。

なお、刊行物の内容をみると学生便覧を筆頭に学園生活についての一

般案内が最も多く、これに修学案内が続いている。わずかではあるが健

康生活についての手引きもみられる。

(０新入生と教官の合宿の場合、その企画、立案、実施はどのようになさ

れていますか。

１）学生部が単独に

２）教養部が単独に

３）学生部と教養部が協力して

４）全学的な委員会が中心になって

OO-

回答 無記入

全体

＞回答 無記入

Ａ群

､回答 無記入

Ｂ群

－７５－

４３校 ３３校

－２５校 ２ｏ枚



全・体

、.

＝

一江

Ａ群 Ｂ群

＝Ｉ－ｆ－Ｚ▲

蕃剖

.－□

￣＠

オリエンテーションの一環としての新入生の合宿セミナーについて

は、Ａ群では学生部が中心になって、Ｂ群では教護部が中心になって

行なわれている。また、Ｂ群では各学部。学科単位でも回答枝のうち

の約３分の１の大学が行なっている。

全学的委員会というのは少ない瓜学生部に含めて考えてよかろう。

－７６－＄



３５教官と学生が参加するゼミ合宿（あるいは旅行）は行なわれていますか。

またそれには全学生の約何％ぐらいが参加していますか．。

〔参ｶﾛ度〕

１）新入生に対し行なっているいない, ％

２）２年生以上に対しｉ行なっているいない先

１）新入生に対し

◆

←

回答 無記入

全体

回答 無記入

Ａ群

行なっている行なっていない

回答 無記入

Ｂ群

行なっている行なっていない

〔実施校における参加度〕
‘全体

dｏ

、．

JiHl
２－－

－７７三

行なっている 行なっていない

２７校

２１校 ６校

４校

６２校

４３校 １９校

１４校

３５校

１３枚

１０校



Ｂ群Ａ群
．《

１
－
不
明

枚６

0～２０％
ニ

グ●＞

８１～１００％

ダ

,)!!ご)f｝
２１ ４０％

／：`脇ム
、

４１～’

６０％
３

２

2）２回生以上に対し

回答 無記入

全体

行なっていない行なっている

回答 無記入

Ａ群
＝莚

～くむ

回答 無記入

F’Ｂ群

行なっていない行なっている

－７８〒

｜行なっている行なっていない

６

５６校 １０校

１０枚

２９校

２８校 １

２
校

３７校

２８校 ９校

8校



〔実施枝に鮨ける参加度〕全体

牝

▲ら

Ａ群 Ｂ群

、死

Ｐ

1．実施状況について

新入生に対して行なっていると回答したあの４３大学（６９．４％）、

行なっていないと回答した屯の１９大学（３０．６％）となっている。ま

た、２回生以上に対しては、新入生の場合よりも実施大学が多く、行な

－７９－



っていると回答した大学は５６校（８４．８％）に達しており、行なって

いない大学は１０校（１５．２％）にしかすぎない。

2．実施校における学生の参加状況について
ｊｌ

全体として(よ、全学生の５０％以下の参加度がもっとも多い。これを

新入生、２回生以上の別にみると、新入生の場合は８０～１００％の参

加度がもっとも多く１３校（２１．０％）となっているが、２回生以上の

勝合は５０％以下の参加度がもっとも多りく３１校（４７．０％）におよん

￣

竜

て･いる。

６１

ii5教官と学生が参加するゼミ合宿には、主としてどのような施設が利用さ

れていますか。

１）大学が管理する合宿施設

２）大学が管理する共同利用研究施設

３）大学以外が管理する公共の宿泊施設

４）民間が経営する宿泊施設

大学の管理する施設以外の施設が利用されている場合、それらの施設は

次のどれですか。

１）国立青年の家

２）都道府県立青年の家

３）八王子セミナーハウス

４）共済組合関係施設‘

５）国民宿舎

６）民間所有の研修施設

７）一般旅館

８)人その他

=丘

－－

－８０－



回答 無記入

全体

回答 無記入

Ａ群

回答

Ｂ群 ３１校

、

筆は

Ｉ〃民間が経鎧

h:管極、)11Ｍ修加

正CDYizn1円

Ａ群 Ｂ群

■

霧灘衞識|合宿施認
?

バカ§径f王匪

悪のWＥｉＹＦ

-８１－

６５校 １１校

３４校 １１校



回答 無記入

全体

回答 無記入

Ａ群

］
ヂニ

無記入

Ｈ

Ｕ
B群

苫
ラ
ノ

．
⑧

全体

Ａ群 Ｂ群

￣

－三二

－８２￣

回答 ／

６０校 １６校

３０校 １５校

３０校

〕
『
０
△



「大学以外が管理する公共の宿泊施設」がもっとも多く、５０校（76.9％）

に達し、以下「民間が経営する宿泊施設」４０校（６１．５％）、「大学が

管理する合宿施設」２７校（４１．５％）、「大学が管理する共同利用研究

施設」２５校（３８．５％）の順になっている。この結果によっても、大学

以外の施設がかなり利用されていることが明らかである。

また、大学以外の施設としては、国民宿舎、一般旅館、都道府県立青年

の家、共済組合関係施設などが多い。ハ
Ⅱ－

３７今後､、教官と学生とのコミュニケーションを発展させていくためには、

大学はいかにあるべきかの基本問題について、自由にご意見を記してくだ

さいへ＿０．｡

l）意見を記した大学の総数ｊ土５１大学であ為。このうち学部BU、あるい

は､分校別の意見を記した大学は10大学であり､その他は大学として

への統一意見薑を記している。学部別、あるいは、分校別の意見を記した大

学については、必要に応じて学部の意見を参考にし、大学の意見として

～丁取(扱う場合には、多数学部の意見をもって大学の意見とした。

2）これらの大学の自由な意見は２種瓢に大別できる。まず最初に挙げる

べきは木アンケート調査に批判的立場をとる意見である。このような意

見は多数ではないが、これも２種期に分れる。１つは大学における教官と

学生とのコミュニケーションは、教官の本来の任務である研究。教育活動を

喝i、じて行なわれるべきもので、特別の方法は必要もないし、特別の方法

によるべきでないとする意見である。このような意見はＡ群中の総合大

学で専門課程を担当する学部に多い。しかしこのような意見はかならず

しも大規:模:大;学'だけにとどまっているわけではない。ついで同じく本ア

ンケート調査に批判的立場をとる別の意見は、教官と学生とのコミュニ

ケーションの充実も「学生対策的立場」、「天下り」、「思想善導的立場」

－８３－

■



があれば、かえって逆効果になることをあげている。また一部学生は教

官を体制側とし、これと接触することを好まないという事実がある’ので、

教官が学生と積極的に接触することは無意味であるとの立場から、教官

と学生とのコミュニケーションの充実に批判的な意見もある。

》
一

一
一
二

『

3）以上の意見に対して、多くの意見は教官と学生とのコミュニケーショ

ンの充実の必要を認め、今後これを強化するためにどのような具体策が

現在採用されているか、また、将来採用さるべきかを記している。この

ような意見を記しているのは、単科大学、教育系大学及び総合大学の教

養部、教育学部が大部分である６しかしこのような教官と学生のコミュ

ニケーシ雪ンの充実に積極的な意見も、上記２)に紹介した消極的な意見

と全面的に対立し、これを否定する趣旨のものかどうかはかならずしも

明らかであるとはいえない。

教官と学生とのコミュニケーションの充実をはかるため、現在これら

の大学が採用している具体策の主なあのば次のとおりである。

（a）かなり多数の大学があげているのが、クラス担任教官制。助言教官

制であり、これを定期的に開催することにより、教官と学生との接触

にかなり効果をあげているとしている。_

（b）独立の教養課程をもつ大学のすべてが、教官と学生との接触のむづ

かしさを強調している。しかしその解決の．ための具体策としてはキャ

ンパス内での研究会・音楽会の開催、ペンチ・ビーチパラソル等の設

置、または、５００名程度の単位への学生の分割等があげられている

にとどまる。そしてこの点の解決は教養部の抜本的改革以外にはない

とする意見もある。

（c）特殊な例として心修体育の１部として４泊５日の臨海水泳実習が好

結果をあげている。～

ついで教官と学生とのコミュニケーションの充実に稿極的な庭とん

－８４－

１
■｡

-句

」



どすべての大学が要望しているのは次の諸項目である。

(a）研修･ゼミナーのための施設、学生会館、合宿のための施設等の整

備拡充。

(b）学生との十分な接触を可能にするための教官の増員。

(c）合宿、研修旅行に参加する教官への旅費の支給。

(｡）さらにかならずしも多数の大学の意見ではないが、教官と学生との

コミュニケーションの充実は単なる物的設備の整備拡充で達成し得る

ものでなく、教官の意識と熱意の高揚、その他教官の精神的側面を強

調する意見もすぐなくない。

(e）将来の特殊な計画事例として海外の研修施設の建設、海外研修旅行

】

飴
』
、

ＬＬ＿

があげられている。

4）以上要約すると、総合大学の教養課程を担当する部局及び比較的学生

数のすぐない総合大学及び単科大学は教官と学生とのコミュニケーショ

ンの充実に熱心であり、そのための物的施設、教官の増員を要望してい

る。これに対してＢ群に含支れる総合大学の専門課程を担当する学部に

は、このようなコミュニケーションの充実は教官の研究。教育活動を通

じて行なわれるぺきであるとする意見が多い。さらにこのようなコミュ

ニケーションの充実をいわゆる学生対策としてとらえる考え方からこれ

に反対する意見もある。他方この教官と学生とのコミュニケーションそ

のものが、独立の教饗課程をもつ大学の共通の悩みであるが、この点に

ついての十分実効のある解決等はまだみあたらないというのが実情のよ

うである。

Ｌ

ｂ
『」

－８５－
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